
（様式１）

１　施設名 (所管課）

２　施設所在地
富山市南中田

３　施設設置年度
平成５ 年度

４　設置目的

５　施設概要

６　指定管理者　　　　

７　指定期間
5 年

～

８　利用者数及び利用（使用）料金収入の状況

　(1)利用者数（人）　　※この他、参考となる指標があれば追加

H26 H27 H28 H29 H30
711,195 734,993 830,222 782,121 824,451

　(2)利用（使用）料金収入（千円）
H26 H27 H28 H29 H30

22,481 22,744 22,855 23,240 23,892

　(3)利用料金収入見込み額（利用料金制導入施設の場合）

H26 H27 H28 H29 H30
18,347 18,347 18,347 19,234 19,234

平成30年度指定管理者による公の施設の管理状況評価表

富山県総合運動公園 都市計画課

平成12年に開催された2000年とやま国体のメイン会場として整備された県内最大
級の運動公園

敷地面積：46.0ha
主な施設
・陸上競技場：37,344㎡　400ｍﾄﾗｯｸ９ｺｰｽ、ｲﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ芝生舗装（106×70ｍ）
　　　　　　　　　　　　収容人数約25,000人
・補助競技場：23,598㎡　400ｍﾄﾗｯｸ７ｺｰｽ
・屋内グラウンド：6,354㎡
・芝生スポーツ広場：12,630㎡
・多目的広場：軟式野球場２面等   38,000㎡
・クロスカントリーコース：2.1ｋｍ

（公財）富山県民福祉公園

平成29年4月1日 令和4年3月31日



９　評価項目

(1)利用者数･収入の増減に対する評価

(2)サービス向上に向けた取組み

(3)利用促進（収入増）に向けた取組み

(4)利用者のニーズ把握や苦情への対応

①アンケート結果
実施方法

回答者数
結果

結果を踏まえた
改善事項

②その他利用者の声を反映させる取組み

・利用者のニーズに合わせて、冬季（12月～２月）の屋内グラウンドを無休とした。
・各競技団体の要望に応じ、休園日を開園、または開園時間の延長などを対応した。
・平成29年度から陸上競技場会議室にFree Wi-Fiを設置した。
・平成30年度に開園25周年を迎えたことを記念して、懸垂幕を設置したほか、うちわ等を
配布した。

・富山陸上競技協会等と「富山県50メートルダッシュ王選手権大会」を、カターレ富山等と
「とやまＰＫ選手権大会」を開催した。
・フラワーエコガーデニング講座（７回）を開催した。
・平成29年度に芝生広場及び補助競技場の芝のオーバーシードを行い、冬季も利用で
きるよう取り組んだ。
・クロスカントリーコース及び陸上競技場のコースの除雪を行ったほか、屋内グラウンドに
落雪安全柵を設置し、冬場の利用促進を図った。
・平成29年度から有料公園施設の電子予約システムを導入した。
・平成30年度新たに、ノルディックウォーキングや体幹教室等を実施した。

・利用者数は対29年度比105.4％（42,330人増）、有料公園施設の料金収入は対29年度
比102.8％（652千円増）となった。
・陸上競技場は、ねんりんピック富山2018が開催されたほか、その他大会との利用調整が
うまく図られたことから、利用者数及び利用料金収入が微増した。
・芝生スポーツ場は、電子予約システムが導入されたことから、利用者数及び利用料金収
入ともに増加した。

・クロスカントリーコースのLED照明を一部増設した。

・公園利用の感想：満足42％、やや満足15％
・公園の魅力：広い21％、きれい16％、施設が整っている15％

実施期間：①平成30年9月15日、②平成30年10月5日、③平成31年
　　　　　1月26日、④平成31年2月24日
実施方法：イベント参加者に対するアンケート

①10人、②10人、③48人、④19人

・近隣地区自治会代表等による総合運動公園利用促進協議会を年３回開催した。
・大会等協議団体との会議を年１回開催し、意見を聴取した。
・意見箱を２か所設置している。



(5)個人情報保護の取組み

(6)関係団体との連携

(7)施設・設備の維持管理

(8)危機管理・安全管理などの取組み

10　所管課の管理運営確認状況 有／無 回数(有の場合)
　①定期報告の受理　 有 12
　②維持管理・運営状況等の担当職員現地確認 有 6
　③個人情報に関するトラブルの有無　 無 -
　④危機管理・安全管理上のトラブルの有無 無 -

【トラブルの具体的内容と対応】

11　今後の課題等（収入確保、経費削減、サービス維持向上等の観点から今後の課題を記載）

  　　

適切に維持管理を行っている。

・車いすのタイヤが車道にあったグレーチングに挟まり転倒した。⇒目の細かいグレーチ
ングに取り換えた。

③主な苦情と対応

-

・大型の試合・大会の誘致や冬期間の除雪・イベント等を行っており、利用促進と利便性
の向上に努めていることが認められる。
・今後とも、富山県のスポーツの中核施設として、利用の呼びかけやニーズ把握を積極的
に行うなど利用促進・利用者へのサービス向上に努めるとともに、全国規模の大会会場と
してふさわしい施設の維持に努めてもらいたい。

非常時の緊急連絡網、非常管理マニュアルを作成するなど、適切に危機管理・安全管理
に取り組んでいる。

・個人情報に関する指針を定め、職員に周知を図っており、適切な個人情報保護が図ら
れている。

・富山陸上競技協会や地元体育振興会の協力のもと、陸上イベント及び「ちびっこ雪合
戦」を実施した。
・サッカー、ソフトボール、ラグビー、野球、陸上競技の各競技団体と調整し、年間スケ
ジュールを組んでいる。
・近隣地区自治会、カターレ富山等による利用促進協議会を開催し、公園で開催されるス
ポーツイベントについて地元と対応策を検討した。
・利用者や地元自治会のボランティアにより、清掃、防犯パトロールなどを実施した。


